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　東北地方においては東北大学微小地震観測網により 1969 年 7 月より微小地震の震源決定が行

なわれて来た 1 ）2 ）。今回はその続きとして 1971 年 7 月～ 12 月の期間に発生した微小地震の震源

を求めたので報告する。震源決定の方法は従来行なって来た S － P time による作図法を改め，

安芸の方法 3 ）により計算機で震源を決めた。但し P time でなく S － P time を用いたので安

芸の方法を少し手直しし，更に速度構造としては橋爪ら 4 ）のモデルに合うような P 波速度構造

を考え，ポアッソン比を仮定することにより S 波速度構造を求めた。震源の決まった地震の数

は，この期間の 11 月から北上地震観測所の階上衛星観測所が観測開始したこともあってかなり

増加した。

　第 1 図及び第 2 図は夫々震源の深さが 60 ㎞より浅い微小地震及び深い微小地震の震央分布

図である。第 3 図はこれらの微小地震の東西垂直断面図である。図中の数字がその場所に震源

の求められた微小地震の数を示している。但し図中数字の代りに A と記されているのはその地

域に震源の決まった地震の数が 10 個から 20 個の間にあるということをあらわしている。第 4 図

に参考のためにこの期間に気象庁によって震源の求められた地震の震央分布を示す。

　この期間活発な浅発微小地震活動のみられた地域は，1 ）岩手県東部から三陸沖にかけての

地域，2 ）秋田県南東部，3 ）宮城県北部から岩手県南部にかけての盛岡－白河構造線に沿う

地域，4 ）岩手県北部浄法寺付近であり，その他に，5 ）秋田県北部二ツ井付近，6 ）青森県

西方沖，7 ）秋田県沖等の地域でも顕著な活動がみられた。これらの地域は常時，地震活動の

活発な地域であり東北大学微小地震観測網による 1969 年 7 月～ 1971 年 6 月迄の期間に発生した

微小地震の震央分布図 1 ）2 ）でも殆んど同様な傾向がみられた。上記の地域のうち 2 ），3 ），5 ），

6 ）は夫々 1970 年秋田県南東部の地震（ M ＝ 6.2 ），1962 年宮城県北部地震（ M ＝ 6.5 ），1955

年二ツ井地震（ M ＝ 5.5 ），1964 年青森県西方沖地震（ M ＝ 6.9 ）の余震域に相当し現在も尚活

動が続いている。特に秋田県南東部地域に発生する微小地震は震源の決まらなかったものも含

めると本荘地震観測所でみて 1 日当り 4 個位あり，本震発生直後の活動状況 5 ）と較べてみると

大森公式に従って順調に減衰している。この場合 P の値はほぼ 1 となる。又，本震直後 1 ヵ月

間の余震域 6 ）に比較して今回の余震域は北の方へ延びて来ているように思われる。このことは
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本震が余震域の南端に発生し，又，本震直後 1 ヵ月間の余震域は本震直後 1 日間の余震域を含

み，更に北の方へ拡がっている 6 ）こと，そして又本震の断層面の走向がほぼ北北西－南南東の

方向である 7 ）こととを考え合わせると非常に興味深い事実である。

　又，過去に破壊的地震（ 1894 年　M ＝ 7.3 ）が起っているにもかかわらずそれ以後震源の決ま

るような地震が起こっていない山形県酒田地方は，この期間以前の 2 年間と同様に今回も微小

地震活動はみられなかった。同様に有史以来破壊的地震が繰り返し起こっておりながら現在地

震活動度の極度に低い青森県津軽地方も今回の半年間微小地震活動が少なかったが，1970 年

1 月青森市西方に発生した地震（ M ＝ 4.6 ）の震央附近にこの期間の 11 月と 12 月とに夫々 1 個づ

つ浅発微小地震が発生した。今後共この地域の微小地震活動の推移を見守ってゆく必要がある

と思われる。
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第 1 図　東北地方における浅発微小地震の震央分布（ 1971 年 7 月～ 12 月 ）H � 60 ㎞
Fig. 1　Distribution of shallow microearthquakes in the Tohoku District （July ～ December, 1971）

第 2 図　東北地方における稍深発及び深発微小地震の震央分布
　　　　（ 1971 年 7 月～ 12 月 ）H ＞ 60 ㎞

Fig. 2　�Distribution of intermediate and deep microearthquakes in the Tohoku District
	  （July ～ December, 1971）
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第 3 図　東北地方における微小地震の東西垂直断面図（ 1971 年 7 月～ 12 月 ）

Fig. 3　Distribution of microearthquakes projected on the E-W vertical plane in the Tohoku
	 District （July ～ December, 1971）

第 4 図　東北地方における中小地震の震央分布図
　　　　（ 1971 年 7 月～ 12 月 ）（ 気象庁による ）

Fig. 4　Distribution of moderate and small earthquakes in the Tohoku District
	 （July ～ December, 1971） （after JMA）
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